
運営方針
具体的取組

１

１－１－３
子育て支援・
相談機能の充

実

乳児～３歳児くらいのお子様をもつお母様方より、コロナ禍で公園
に行っても同年代の子供達が遊びに来ておらず、子供同士遊ばせる
きっかけが無いと聞いた。
区の取組として目標値、達成状況は良いと感じるが、実際コロナ禍
の中で、取組中止等もあると思う。
お母様方の不安解消に力添えしてあげてほしい。
（子供さんが、お母さんに依存しすぎてしまうため）

コロナ禍で地域子育てサロンが開かれていませんでしたが、10月か
ら順次再開、現在、10地区(１地区は毎年夏のみの開催)中、５地区
で再開されています。また、つどいの広場事業と言うのがあり、区
内３カ所で開設されています。さらに区内に１カ所、こども子育て
プラザがあります。このように、コロナ禍であってもママ友づく
り、子育て情報や講座、子どもの遊び場が拠点としてありますの
で、ご活用していただければと思います。区のホームページでも紹
介していますが、今後とも広報などで紹介し、気軽に参加できるよ
うに、お母さんの育児の負担の解消等子育て支援に努めてまいりた
いと思います。

保健子育て課

２

２－２－２
誰もが安心し
て暮らせる仕
組みづくりの

推進

地域包括支援センターの認知度の向上について、30台・40代の方を
対象にするのであれば、例えば高齢者福祉月間や老人週間の期間に
区内のスーパーにノボリを置くとか、高齢者の面倒をみる方々の目
につくような方法を検討いただくと良いと思う。

有効な広報の手法は検討中であり、いただいたご意見も参考にして
いきたいと思います。
現状は30代・40代を対象とした区の事業が少ないので、チラシなど
の有効な配付場所を検討していくとともに　ホームページなどＩＣ
Ｔを活用したアプローチもあわせて考えていきたいです。
（全体会議にて回答済み）

福祉課

３

３－２－１
まちの魅力創
出と編集・発

信

コロナの状況がおさまらず、コミュニティの場である商店街で高齢
の経営者が店を閉じるパターンが出てきている。
店は次々と出店されるが業種が偏り、「なんでも揃うワクワクして
楽しい」と言えていたのが少し変わってきた。何かアドバイスがあ
れば教えてほしい。

大阪市（経済戦略局）では、商店街の活性化に向けたお悩み事に、
専門家である「あきない伝道師」を無料で派遣（最大10回）してお
ります。相談内容は、新型コロナウイルス対策や商店街活性化計
画、空き店舗対策、魅力的な個店づくりなどのほか、ご希望のテー
マが設定できますので、ぜひご利用ください。当区役所では、今後
とも、キーワードラリーやSNS等、商店街の活気やにぎわいが多くの
方に伝わるような取組を、商店街の皆様と共に進めてまいります。

まち魅力課

経営課題１【子育て・教育環境の一層の充実】関連

経営課題２【区民一人ひとりの生活に寄り添った福祉・健康施策の推進】関連

経営課題３【地域コミュニティの活性化とまちの魅力の発信】関連
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４

３－２－１
まちの魅力創
出と編集・発

信

キーワードラリーはコロナ禍で有効な施策であったかと思われる。
今後も小刻みにイベントの実施を期待するとともに幅広い広報活動
をお願いする。

旭区の魅力を再発見していただく秋・冬のキーワードラリーは、コ
ロナ禍でも開催できるイベントとして、多くの方にご参加いただき
ました。また、今年の春・夏にかけては「あさひファン★フェス
タ」や「音楽の祭日」を開催するなど、年間を通じて旭区の魅力に
ふれていただきました。秋・冬にかけてはキーワードラリーや旭
ミュージックフェスタ、旭区検定などを実施します。このようなイ
ベントやSNS等を活用し、幅広い広報活動を行ってまいります。

まち魅力課

５
４－１－１
地域防災・減
災力の強化

城北公園は避難場所でもあり、マンホールトイレ等防災資材の展示
も今後併せての実施はいかがか。

旭公園も含め、今後、防災関係事業として関係部署と調整しながら
検討します。

防災安全課

６
４－１－１
地域防災・減
災力の強化

空家対策が実を結び、新居・ハイツ・マンションが多く見うけられ
てきた。若い世代の方の入居もあると思う。自然災害が多く発生し
ているが、防災の事（避難場所等）、大型消火器・ＡＥＤの設置場
所など各家庭に行き渡っているか。

広報紙、防災マップ、ハザードマップ等で啓発を行っていますが、
今後も引き続き周知、啓発に努めてまいります。

防災安全課

７
４－１－１
地域防災・減
災力の強化

①発災の初動訓練から３日後ぐらいの避難所運営のイメージの訓練
の提案を願えれば幸いと思う。
②水害に注目が集まりハザードマップの改訂版を発行頂いている
が、上町断層での直下型地震の被害想定予測が古くなってきている
かと思われる。今避難所にペットを受け入れられるかの検討を進め
ているが、コロナ禍で人間の収容ができるのかが逆に課題となって
いる。早急な被害想定をお願いしたい。

①各地域の実情に合わせ、今後地域の防災訓練に提案できるよう検
討してまいります。
②委員ご指摘のとおり、被害想定はかなり古くなっています。広域
被害のため、被害想定の作成は大阪府危機管理室が行うとのことで
すので、大阪市危機管理室を通じ、早急な被害想定の見直しを要望
してまいります。

防災安全課

経営課題４【地域防災力・地域防犯力の強化】関連


